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お茶碗一杯のお米の量は？  お茶碗一杯約 3,276の米粒が入っています。 

お米は炊くと約 2.3倍の重さになります。お茶碗一杯分のご飯は約 150g。 

お米（精米）は約 65g。お米１粒あたり 0.02g のため、65g÷0.02g=3,250 粒となる計算。 

博士は、5g を先ず数え 252 粒でした。いっぱいのごはん（お米 65g）にするため 13 倍

すると、3,276 粒となります。 

お茶碗１杯のお米を収穫する場合、田んぼの稲は何株くらい必要なのでしょう？ 

稲の１株には、穂が約 22 本、1つの穂にはモミ（もみ）が 70 粒ぐらいついています。 

稲１株には 70粒×22本=1,540 粒がついている計算になります。 

お茶碗一杯分のお米には稲２株強が必要になってくるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お米を育てる こよみ 

１）田植え前に苗を育てる期間が２０日、 

２）田植えをしてから稲穂が出るまでが８０日、 

３）稲穂が出てから稲刈りができるまで約４０日、 

田植えをしてから稲刈りをするでの日数：１４０日かけてお米を実らせる。 

 

お米の量は「Ｋｇ」、田んぼの面積は「㎡」 

◎お米の量  １俵≒６０Ｋｇ（玄米） 

◎田んぼ面積  １反＝１０畝≒１０ａ＝１，０００㎡ 

１００㎡の区画は「１畝」 

◎田んぼの数  １枚  ２枚…と数える。 

 

◎根っ子の会の田んぼ 2010 年から開始 



お米を育てる こよみ 

 

 

  



もち米の種類 

 

天皇陛下のお田植え祭、収穫祭のもち米がこの『満月』 

粘り気が強く本当に良く伸びる。赤飯で食べても最高級の美味しさ。 

ヒメノモチ 

 
東北農試において、大系 227 とこがねもちを

交配し、昭和 47 年に奨励品種に採用されま

した。作付けは岩手県をはじめとして全国に

13 県あり、最も多くの県で作付けされている

品種です。ふ先色は黄白色をしています。 

こがねもち 

 
新潟農試において、信農 3 号と農林 17 号を

交配し、昭和 33 年に奨励品種に採用されま

した。作付けは新潟が最も多く、続いて宮城

県のみやこがねもちとなっています。現在は

全国 5 県で作付けされています。ふ先色は褐

色をしています。 

ヒヨクモチ 

九州農試において、ホウヨクと祝糯を交配し、

昭和 46 年に奨励品種に採用されました。作

付けは九州に限られており、九州での晩生種

です。作付面積の最も多いのが佐賀県で、約

70%が作付されています。ふ先色は褐色をし

ています。 

はくちょうもち 

北海道北見農試において、たんねもちとおん

ねもちを交配し、平成元年に奨励品種に採用

されました。作付けは北海道に限られており、

北海道ではゆきひかりより早い早生の晩生種

です。ふ先色は黄白色をしています。 

ヒデコモチ 

東北農試において、大系糯 1076 とふ系 72

号を交配し、昭和 54 年に奨励品種に採用さ

れました。新潟県をはじめ全国各地で栽培さ

れています。ふ先色は黄白色をしています。 

マンゲツモチ 

旧農事試験場において、F3-246 と農林糯 45

号を交配し、昭和 38 年に奨励品種に採用さ

れました。茨城県をはじめ関東に多く作付さ

れています。ふ先色は淡紅色をしています。 

 


